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要旨 
 
 日本語と英語の違いのひとつに、英語名詞は数の概念を持っていることが挙げられる。

日本語母語話者にとって、英語名詞が持つ数の概念は理解することが困難な事柄であると

いえるだろう。たとえば、日本語ではパン１個、または１本のように数えることができる

が、bread は不可算名詞（「数えられない」名詞）であるため a bread や two breads といっ

た表現はできない。一見すると同じものを対象物としていると考えられる日本語の「パン」

と英語の bread では、なぜ「数えられる」という捉え方に違いが生じるのか探っていきた

い。 
本論文では英語の数え方と比較するために日本語の名詞の数え方についても取り扱う。

日本語の名詞は、単独で用いられる際は数の概念が伴っておらず、数を明示する際には「り

んごを３個食べた」「２人の学生」「本４冊」のように、類別詞を用いた表現で表わす必要

がある。日本語における類別詞にはその名詞がどのような性質を持っているかを示す「範

疇化」の機能と、その名詞の最小単位を表わす「個別化」の機能がある。類別詞の持つこ

の 2 つの機能のうち、名詞の対象を数え上げる際に用いられるのは「個別化」の機能であ

る。「個別化」の機能によって日本語が名詞の数をどのように認識しているのかを明らかと

していく。 
英語の名詞は一般的な学校文法においては普通名詞、集合名詞、物質名詞、抽象名詞、

固有名詞の５つに分類される。それらはさらに可算名詞、不可算名詞に分けられるが、本

論文中では不可算名詞、その中でも主に物質名詞に焦点を絞り、何を基準として「数えら

れない」とされているのか、また、通常不可算であるとされる物質名詞に数の概念が付与

されるときにはどのような言語的手段が用いられているのか言及していきたい。 
通常不可算名詞とされる物質名詞と抽象名詞はどちらも「数えられない」名詞であるが、

実物が存在するが「数えられない」物質名詞と、実物が存在しないため「数えられない」

抽象名詞は、同じ「数えられない」という表現を使用しているものの、その性質が異なっ

ているように思われる。このことから不可算名詞として扱われる語は、「数えられない」と

いう観点から更に細かい分類ができるのではないかと仮定し、「数えられない」とみなされ

る基準について考察していく。 
また、同じく物質名詞に関してピーターセン(2008)の『日本人の英語』の中で記述され

ている、可算不可算について述べる際によく引用される‘Last night, I ate a chicken in the 
backyard.’という文をもとに、a chicken と chicken の違いについて考察している。「鶏」

を対象物とする a chicken が「鶏肉」を意味する chicken に変化する現象について、安井

(1997)で記述されている「可算名詞が不可算名詞化する、きわめて一般的な現象の一つに、

『食物化』ということがある」という考えを参考に、可算名詞がどのように認識されるこ

とによって不可算名詞として扱われるようになるのか、その基準を明らかにしたい。 
そして、英語の名詞が可算名詞であることの基準として「特徴的な輪郭・境界線」とい

う表現がよく用いられるが、この「特徴的な輪郭・境界線」という表現は名詞が数えられ

ると認識されることに対する適切な表現といえるのか、可算名詞がどのような用法をもっ

て「数えられる」名詞であるかという観点から考察を行う。 
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